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消
防
団
員
の

　
　
処
遇
等
の
改
善
に
つ
い
て

　

全
国
の
消
防
団
員
は
２
年
連
続
、

１
万
人
以
上
が
減
少
し
、
80
万
人
を

割
り
込
む
、
非
常
に
危
機
的
な
状
況

で
す
。
毎
年
の
退
団
者
数
に
対
し
、

入
団
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
、
特
に

若
年
者
の
入
団
者
数
の
減
少
は
大
き

な
要
因
で
す
。
ま
た
、
被
雇
用
者
や

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
割
合
は
73
％
以
上

に
上
り
、
昔
と
大
き
く
現
状
は
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
近
年
、
大

型
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
、

風
水
災
害
な
ど
の
非
常
に
多
様
化
す

る
災
害
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
国
は
消
防
団
員
の
確
保
の
観
点

か
ら
消
防
団
員
の
出
勤
報
酬
の
創
設

や
年
俸
報
酬
及
び
出
勤
報
酬
の
基
準

の
策
定
、
報
酬
等
の
団
員
個
人
へ
の

直
接
支
給
の
徹
底
、
消
防
団
の
運
営

費
の
適
切
な
計
上
な
ど
、
消
防
団
員

の
処
遇
の
改
善
に
つ
い
て
の
通
達
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も

「
小
郡
市
地
域
強
靭
化
計
画
」
に
消

防
団
員
数
の
減
少
に
伴
う
地
域
防
災

力
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
消
防
団
員

の
処
遇
改
善
や
災
害
種
別
に
応
じ
た

機
能
別
団
員
（
特
定
災
害
）
の
新
設
、

消
防
団
装
備
の
充
実
を
図
る
な
ど
の

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
消

防
団
の
現
状
を
踏
ま
え
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
改
善
を
図
っ
て
行
か
れ

る
か
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

市
長

−

消
防
団
員
の
減
少
は
、
日
本

全
国
で
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
消

防
庁
の
通
達
に
は
消
防
団
員
の
処
遇

改
善
に
向
け
て
今
後
必
要
な
措
置
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
状
の
運
用
状
況
と
比

較
し
て
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
導
入
に
つ
き
ま
し
て
は

消
防
団
と
十
分
に
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、
９

月
６
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受

け
た
執
行
部
提
出
案
件
１
件
及
び

請
願
１
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
通
り
で
す
。

令
和
３
年
度
小
郡
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
５
号
）の
承
認
に
つ
い

て（
議
案
第
42
号
）

　

１
款
か
ら
10
款
ま
で
の
人
件
費

４
５
２
９
万
８
千
円
の
減
額
補
正

は
、
当
初
予
算
編
成
時
か
ら
の
人

事
異
動
、
退
職
及
び
新
規
採
用
、

昇
格
な
ど
の
人
員
変
動
に
伴
っ
て
、

報
酬
、
給
料
、
時
間
外
勤
務
な
ど

の
職
員
手
当
、
共
済
費
、
旅
費

（
費
用
弁
償
）
に
つ
い
て
、
現
時

点
で
の
整
理
及
び
再
構
築
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

問
：
詳
細
に
つ
い
て
。

答
：
退
職
者
と
新
規
採
用
等
を
当

初
予
算
編
成
時
か
ら
見
込
ん
で
い

た
も
の
か
ら
、
職
員
数
が
減
少
し

た
も
の
と
し
て
２
７
１
９
万
３
千

円
。
育
児
休
業
等
に
よ
り
、
４
月

か
ら
７
月
ま
で
の
間
、
給
料
が
発

生
し
な
か
っ
た
職
員
等
の
給
料
の

減
額
と
し
て
１
４
６
６
万
９
千
円
。

共
済
負
担
金
、
退
職
手
当
負
担
金

の
減
額
分
が
５
７
２
万
７
千
円
な

ど
で
す
。

　

保
健
福
祉
常
任
委
員
会
は
、
９

月
７
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受

け
た
執
行
部
提
出
案
件
４
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は

次
の
通
り
で
す
。

令
和
３
年
度
小
郡
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
５
号
）の
承
認
に
つ
い

て（
議
案
第
42
号
）

　

生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
事

業
と
し
て
、
１
１
１
９
万
５
千
円

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

事
業
は
、
令
和
２
年
度
に
開
始
し

た
「
ま
ご
こ
ろ
パ
ッ
ク
お
届
け
事

業
」
の
第
３
弾
で
、
長
引
く
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
経
済
的
に
困
窮
状
態

に
あ
る
市
民
へ
の
生
活
支
援
と
し

て
食
の
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

対
象
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

給
付
金
の
支
給
決
定
者
と
、
低
所

得
者
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

の
支
給
決
定
世
帯
で
す
。

問
：
対
象
世
帯
数
に
つ
い
て
。

答
：
支
給
対
象
に
し
て
い
る
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
給
付
金
の
支
給

決
定
見
込
み
と
し
て
、
50
世
帯
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
低
所
得
者
の

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て
世

帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
の
支
給

決
定
見
込
み
と
し
て
１
千
世
帯
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

９月定例会　常任委員会審査報告

総
務
文
教
常
任
委
員
会
報
告

保
健
福
祉
常
任
委
員
会
報
告

後
藤　
理
恵

（
志
成
会
）
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都
市
経
済
常
任
委
員
会
は
、
９

月
８
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受

け
た
執
行
部
提
出
案
件
３
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は

次
の
通
り
で
す
。

令
和
３
年
度
小
郡
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
５
号
）の
承
認
に
つ
い

て（
議
案
第
42
号
）

　

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
支
援
金
１
６
８

０
万
円
の
増
額
補
正
は
、
緊
急
事

態
措
置
・
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
に
伴
い
、
飲
食
店
以
外
の
業
種

を
対
象
と
し
て
、
国
又
は
県
よ
り

月
次
支
援
金
が
給
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
で
は
国
の
月
次
支
援
金
を

受
給
さ
れ
た
法
人
又
は
個
人
事
業

主
に
月
額
一
律
５
万
円
、
県
の
月

次
支
援
金
を
受
給
さ
れ
た
法
人
又

は
個
人
事
業
主
に
月
額
一
律
３
万

円
を
上
乗
せ
し
て
支
給
す
る
も
の

で
す
。

問
：
実
績
に
つ
い
て
。

答
：
今
年
の
１
月
か
ら
３
月
を
対

象
と
し
た
一
時
支
援
金
の
執
行
額

は
１
５
４
０
万
円
で
し
た
。
ま
た
、

４
月
か
ら
６
月
分
の
月
次
支
援
金

は
、
現
在
受
付
を
行
っ
て
お
り
、

８
月
26
日
現
在
、
57
件
、
２
６
９

万
円
分
の
申
請
が
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

★
小
郡
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
39
号
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
が
個
人
番
号
カ
ー
ド

を
発
行
す
る
主
体
と
し
て
明
確
に

位
置
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
再
発
行
に
係
る

手
数
料
の
徴
収
事
務
を
、
市
町
村

長
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
小

郡
市
手
数
料
条
例
を
整
理
す
る
も

の
で
す
。

★
小
郡
市
農
業
委
員
会
委
員
の
定

数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
40
号
）

　

農
業
委
員
会
が
定
め
た
担
当
区

域
に
お
い
て
、
空
白
区
域
が
発
生

す
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
本

市
に
お
い
て
は
、
筑
後
小
郡
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
や
そ
の
周
辺

地
域
で
の
開
発
な
ど
、
農
業
・
農

地
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大
き
く

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
に
、
農
業
委
員
の
担
当
す

る
区
域
に
空
白
が
生
ず
る
こ
と
は
、

単
に
農
地
の
利
用
集
積
に
止
ま
ら

ず
、
農
業
政
策
全
般
に
影
響
が
及

ぶ
も
の
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
状
況
を
早
急
に
是
正
す
る
た

め
に
、
委
員
定
数
の
変
更
を
行
う

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

★
小
郡
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て（
議
案
第
41
号
）

　

「
大
原
西
地
区
地
区
計
画
」
の

変
更
並
び
に
「
大
板
井
地
区
地
区

計
画
」
の
決
定
に
基
づ
き
、
小
郡

市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
及
び
追
加
を
す
る
も
の

で
す
。

★
令
和
３
年
度
小
郡
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）の
承
認
に
つ
い
て

（
議
案
第
43
号
）

　

一
般
被
保
険
者
国
民
健
康
保
険

税
２
４
０
０
万
円
の
減
額
で
す
。

こ
れ
は
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
措
置
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
想
定
さ
れ
る
令
和
３
年

度
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
分
に

つ
い
て
、
国
保
税
の
調
停
額
を
減

額
す
る
も
の
で
す
。

★
令
和
３
年
度
小
郡
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
の
承
認
に
つ
い
て

（
議
案
第
44
号
）

　

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
の
一
体
的
実
施
事
業
56
万
８
千

円
の
増
額
で
す
。
従
来
の
地
域
支

援
事
業
と
は
別
に
、
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
の
中
で
、
基
礎

疾
患
は
あ
る
も
の
の
要
介
護
に

は
、
な
っ
て
い
な
い
リ
ス
ク
の
あ

る
方
々
に
対
し
、
新
た
に
校
区
で

実
施
す
る
健
康
講
座
等
を
案
内
し
、

健
康
教
育
及
び
介
護
予
防
を
啓
発

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

★
令
和
３
年
度
小
郡
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）の

承
認
に
つ
い
て（
議
案
第
45
号
）

　

人
件
費
及
び
前
年
度
取
得
資
産

等
の
確
定
に
伴
う
補
正
を
お
願
い

す
る
も
の
で
す
。
４
月
の
人
事
異

動
に
伴
う
給
料
、
職
員
手
当
等
並

び
に
減
価
償
却
費
・
長
期
前
受
金

戻
入
等
の
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
令
和
３
年
度
小
郡
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）の
承
認
に

つ
い
て（
議
案
第
46
号
）

　

今
年
８
月
の
豪
雨
に
よ
る
被
害

の
復
旧
に
係
る
費
用
の
ほ
か
、
小

・
中
学
校
や
事
業
者
が
実
施
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
の
取
組
へ
の
支
援
に
要
す
る
経

費
な
ど
を
予
算
化
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
地
方
債
の
補
正
も
併
せ
て

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
採　
択　

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を

は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
２
年
度

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の

要
請
に
つ
い
て（
請
願
第
２
号
）

請
願
者

−

福
岡
県
教
職
員
組
合

　
　
　
　

浮
羽
三
井
支
部

　
　
　
　

支
部
長　

髙
良　

信
児

［
農
業
委
員
会
委
員
］

小
郡
市
福
童　
　
　

栁　
　

蔵
司

［
教
育
委
員
会
委
員
］

小
郡
市
小
郡　
　
　

前
田　

真

［
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
］

小
郡
市
ニ
タ　
　
　

小
林　

正
則

小
郡
市
祇
園　
　
　

永
射
累
理
子

都
市
経
済
常
任
委
員
会
報
告

議
案
の
主
な
内
容

人
事
案
件

請
　
　

願
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